
　

　

H 24 ～ H 24

①

②

①
冷凍ショーケー

ス

②

③

7,000 7,000人件費単価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

従事職員数 人 0.1 0.1

千円 700 700

2,061一般財源 千円 2,061

そ の 他 千円

起　　債 千円

県補助金 千円
C
の
財
源
内
訳

国補助金 千円

 直接事業費 A 千円 1,361 1,361

 総事業費 C（A+B） 千円 2,061 2,061

成果指標

千円 78,500 78,500

単位
全体計画

24年度

活動指標

台 1

・陳列スペース、陳列数量を増やすことにより消費者の購買意欲の増加を図

る。

③

販売金額

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

 対象：誰、何を対象にしているのか  対象指標：対象の大きさを表す指標

 目的：何をしたいのか  成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

 事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入  活動指標：事務事業の活動量を表す指標

1台・メル・カピィあおあかたは、地元で生産された農産物・水産物・特産品を

新鮮で安く提供する直売所である。近年、高齢化により農産物部門の売り上

げが減少し、その分水産・特産品の比率が大きくなっている。品目や業者も

増えてきているが、水産加工品の冷凍ケースが1台であるため、手狭状態で

あり、ストックを個人の冷凍庫を借用して対応している。

　→冷凍ショーケースの購入（内容積254L）

1025

 関連計画 法令・条例規則等

 事務事業ｺｰﾄﾞ 4020303  細目ｺｰﾄﾞ

 基本事業ｺｰﾄﾞ 40203  目ｺｰﾄﾞ 2

 施策ｺｰﾄﾞ 402  項ｺｰﾄﾞ

財務会計の位置付け

 政策ｺｰﾄﾞ 4  款ｺｰﾄﾞ 6

1

115

23

～ 平成平成 24 年度

下山　透担当者

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

課　名 農林課

課長名 幹　保孝

24

事業種類

1

平成24年度購入予定

78,500千円
販売実績÷

目標販売金額
平成24年度

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度以降23年度

 政策名称

 施策名称

 基本事業名称

 事務事業名称

自立する産業の育成、雇用の確保

農林業の振興

農業生産性の向上

農業総務管理費（人件費以外）

課ｺｰﾄﾞ

 （対象2）

メル・カピィ直場所会員数

内
訳

 人件費　B

記入日
事  務  事  業  事  前  評  価  表

平成 年度

 （対象1）

単年度事業

事業期間

作成年度

年度

総合計画の位置付け

評価対象事業名称 冷凍ショーケース購入事業

 （対象指標1）

 （対象指標2）

140名

402030301

H23.12.1

コード

計画（PLAN） 

実施（DO） 



　

※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

町 の 対 応

   事業内容を見直して事業を実施する

  ●  

住民等の意見

● 次年度以降に計画を見直して実施する

  次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

  事業費を減額して事業を実施する

計画どおりに事業を実施する

1次 2次 3次

次年度以降に計画どおり実施する 
事
業
採
択
結
果

1次 2次 3次

  

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

メル・カピィあおかたは地元で生産された農産物、水産物、特産物を新鮮で安く地元の消費者に提供するため設置された直売所

で、販売高も順調に延ばし、会員数140となっている。近年、高齢化により農産部門の売上が減少するも、その分水産、特産の

比率が大きくなっている。現在、販売比率の大きくなっている水産部門で加工品の冷凍ショーケースが一台あるが、品目、業者

も増えて手狭状態であり、ストックを個人の冷凍庫を借用して対応している。

類似事業はない。

新たなショーケースを購入することにより、商品の窮屈な展示の解消、陳列数の増加により消費者の購買意欲が図られる。

2次評価

・農林水産業の振興、地産地消を推進するうえで直売所の役割は重要である。また、地域づくり活動の観点からも生産者と消費

者の情報の流通、高齢農家や新規就農者等の販売先としての役割もあるが、事業実施にあたっては、今後のことも踏まえ、会員

の独立した組織としての経営のあり方や利用者負担区分を検討すべきである。

402030301ｺｰﾄﾞ

  当分の間は実施しない

1

次
評
価

事業の緊急
性・必要性

類似事業との
関連

費用対効果

評価（CHECK） 


